
2017 年度立命館学校教育研究会秋季大会 ご報告 
 
 2017 年 11 月 26 日（日）、立命館大学衣笠キャンパスの学而館において、2017 年度立命

館学校教育研究会秋季大会が開催されました。校友教員の方をはじめとして、立命館大学の

学生や大学院生、教育委員会関係者の方など幅広い職種・年代の方にご参加をいただき、各

企画で延べ 100 名以上の方が参加されました。 
全体会では、勝村委員（立命館大学政策科学部 教授・教学部副部長）より、教職研究科

の開設 1 年目の状況や新学部設置に向けた動きなど、立命館大学をめぐる近況について報

告があり、引き続き、原田委員（衣笠教職支援センター主任）からは、2017 年度に実施さ

れた教員採用試験の特徴や本学学生の受験結果等について報告がありました。 
 分科会は、今年度も学校現場において関心の高い 5 つのテーマを設定し、いずれの分科

会においても、ワークショップ形式で参加者が実際に体感しながら研鑽を深めました。各分

科会の詳細については、以下にまとめておりますのでご参照ください。 
最後に、懇親会では、講師の先生方や来春からの着任予定者も交えて幅広い年代の参加者

が親睦を深め、貴重な機会となりました。 
 
■第１分科会 「小学校英語の現在と未来～立命館小学校の実践事例から考える～」 
講師：三ツ木 由佳 氏  (立命館小学校 教諭) 
   Eldredge Jeffrey 氏 (立命館小学校 教諭) 
コーディネーター：岩崎 成寿（学校法人立命館一貫教育部 部長） 
 第１分科会では、「小学校英語の現在と未来～立命館小学校の実践事例から考える～」と

題して立命館小学校での実践事例を三ツ木由佳先生と Eldredge Jeffrey 先生による紹介と

実演をされた。また、ワークショップも実施し体感できる分科会となった。 
 前半の１時間は英語での自己紹介（各グループ）で始まり Ice Break をした。簡単な自己

紹介をする時でもメモがあると安心できることを実感し、子供たちも最初は同じであると

お話をされた。立命館小学校で子供達が触れてきた英語（授業とその裏側）では、各学年の

実践事例を紹介された。第１に立命館小学校の目的は、「ファンクショナル バイリンガル」

である。つまり、英語を１つの道具として考

え、何か情報を伝える場合や取得する場合な

どに英語を用いることができることを目標

とされている。ニーズに合った基礎の部分を

鍛えるために、発達段階に応じた授業を基本

とし、３R（Receptive Respond Reading）を

重視している。図書室での年間 4000 冊の英

語の本の貸し出しの実績やスピーチコンテ

スト、国際交流の場を設けるなどをし、「ファ



ンクショナル バイリンガル」の実現に向け着実に歩みを進めている。前半の最後には、

Input + interaction + Output の重要性のお話をされた。授業のリフレクションを行い終始

和やかな雰囲気で幕を閉じた。 
 後半の１時間は、立命館小学校の卒業生(現 大学 1 回生)から、当時の思い出や今に生き

ていることをお話しされた。英語を使って「読む・書く・聞く・話す」の４つの技能を用い

ることに何もためらいがなく、国際的にも活躍できる素地を養っている。特に「英語を勉強

する感覚よりも英語は、楽しむ感覚である。」との発言に聴衆は驚きを隠せなかった。現在

幼少期において、英語に親しみがあり高いレベルをもつ。今後も急速に変化を遂げる英語教

育に対応すべく、小・中・高の連携を深めることが課題であるとし幕を閉じた。 
 
■第２分科会 「“ゴミ”を“たからもの”に変えてみよう！ 

〜学校における博物館と実物資料の活用〜」 
講師：村野 正景 氏（京都府京都文化博物館 学芸員） 
コーディネーター：平岡 信之（京都教育大学附属桃山小学校 教諭） 

 第２分科会では、京都文化博物館の村野

正景氏に、学校と博物館の連携について、博

物館の学習普及連携室で行われている事例

を紹介していただいた。博物館と学校の連

携といえば、博物館の見学もしくは学芸員

を招いた出前授業を想像しがちであるが、

村野氏はとりわけ双方向の連携に力を入れ

られており、例として、学校所蔵資料の調

査・活用のサポートや、展覧会と連動した連

携授業が挙げられた。学校所蔵資料の活用

については、まず「これは“ゴミ”？それとも“資源”？」という問いかけから始まった。

ボロボロの農具や家系図等、一見すると「ゴミ」に見える物も、それを見る側の発見が伴え

ば「資源」「教材」となる、ということを豊富な写真とともに説明された。実は「学校の開

かずの教室」が「宝の山」だとの説明に参加者からは若干のどよめきが起こったが、一方で、

その宝の山が学校の統廃合等により消失・散逸の危機にあることが伝えられ、学校所蔵資料

の調査の必要性や、資料から「どんな学びが可能か」を考える必要性を痛感させられた。 
 また、参加者が最も盛り上がったのは後半のワークショップである。これはすでに村野氏

が小学校から高等学校まで幅広く実践されている授業のダイジェスト版であった。４種類

の器の破片（土器、土師器、磁器、プラスチック）が参加者に配布され、そこから何を「感

じとるか」を問われる授業である。４種類であることを伏せて手渡された破片が、いったい

何種類であるか？その理由や根拠は？とまるで歴史探偵になったかのように、４種類の破

片から器の使用者の生活を感じとるように巧みに構成された学び・調べ学習の事例であり、



学校生活に生きた考古学とでも呼べるものであった。博物館・考古学がこれだけ生活や学校

の中で生きる・活きる工夫を重ねているのに対して、学校側はどう応えていけるのか／応え

ていくべきか、非常に考えさせられる分科会であった。 
 
■第３分科会 「若手教員しゃべり場 －信頼される教師として－」  
講師：溝淵 誠太郎 氏（豊中市立少路小学校 教諭）  
コーディネーター：井上 政嗣（雲雀丘学園小学校 教諭）、 

溝淵 誠太郎（豊中市立少路小学校 教諭） 
 第３分科会では、「若手教員しゃべり場」として、大阪府豊中市の小学校に勤務する溝淵

先生から、ご自身の経験をもとにお話しいただきました。現役の学生と若手教員を合わせて

10 名ほどの参加があり、参加者同士で交流を深め、活発な分科会となりました。 
 溝淵先生からは、教師のストレス要因と教師が置かれる独特な人間関係について話をい

ただきました。そして、ご自身の同僚がストレス要因となったケースを紹介されながら、ス

トレスを抱えたときにどうすればよいかをグループ活動を通して考えました。性別、学歴、

経験年数などに関係なく、どんな人も悩みを抱える可能性があり、ストレスの感じ方や感じ

る相手のタイプは人それぞれであるという話を参加者の経験談を交えて説明をいただきま

した。参加者同士でも、これまでの経験からどのような人にストレスを感じたのかを振り返

って意見交換を行いました。 
 最後に、自分がどんな状況にストレスを感じるのか、ストレスを感じたとき自分がどうな

るのか、そしてどうすればよいのかを知り、それぞれが複数の対応策をもっておくべきであ

るとして、参加者同士でストレスへの具体的な対応方法を考え、交流しました。 
 日々の激務の中でストレスにさらされたとき、一人で問題を抱え込んでしまいがちなと

ころを頼れる人を作り、助けを求めることの重要性を参加者の中で共有できたと思います。

現場で奮闘する先生だけでなく、4 月から社会に出る学生も含めた参加者の知見を深める機

会となりました。 
 
■第４分科会 「ひとりひとりの個性を生かした“チーム学校”の実際」 
講師：中村 健 氏（立命館大学経済学部 教授） 
 講師の中村先生は、大阪府下の公立中学校において社会科の教員として長年教育実践を

積まれた後、東大阪市教育委員会の主幹として「教育相談」を主とした困難な教育課題に取

り組まれてこられました。そこでの経験から、教育現場における経験知と研究理論の往還を

目指して研究を重ねてこられ現在に至っておられます。 
 今回は「チーム学校」の具体を学ぶために、前半は平成 27 年に中教審から答申された「チ

ームとしての学校の在り方と今後の改善策について」等に触れながら理論面での総括をお

こない、後半はスクールソーシャルワーカー養成テキスト等を資料として活用し、演習形式

でさらに理解を深めるとした講義内容でした。 



 前半の理論面では、特にチーム支援活動におけるポイントとして、①コミュニケーション

（相互に開かれた人間関係）、②コンサルテーション（対等な関係での相談と助言）、③コー

ディネーション（人・組織・機関の連絡と調整）、④カウンセリング（こども・保護者・教

師間での傾聴）、⑤コラボレーション（互いの立場や専門性を尊重した協働）を「チームに

必要な５つのＣ」としてご説明いただきました。 
 後半には、分科会参加者の皆さんが４～５人のグループに分かれ、事例を基にした演習を

おこないました。実際にアセスメント表や援助チームシートを用い、「具体的な援助策」を

ともに考えてみる活動を通じ、こどもを取り巻く情報の整理も含めてチームとして対応す

ることの大切さを、改めて確認することができました。明日からの教育実践に活かすことの

できる、大変有意義な分科会であったと感じました。 
 
■第５分科会 ワークショップ  
  小学校のプログラミング学習を考えよう-中学年の実践を通して- 
講師 ：中山 大輔 氏(八幡市立有都小学校 教諭) 

有野 靖一 氏(八幡市立橋本小学校 教諭) 
コーディネーター：富永 直也 （立命館大学教職支援センター講師）  
講師のお二人の先生は、京都府の小学校教員として、それぞれ中山先生は六年担任として、

有野先生は教務主任として勤務されています。かつて同じ学校でプログラミングの研究に

携わり、現在も現場での実践を大切に取り組んでこられました。今回の分科会では、その実

践をそのまま、中山先生に四年生の模擬授業として、参加者に体験型のワークショップを開

催していただきました。続いて教務主任としてカリキュラムの作成を担った立場から、有野

先生が関連して行った高学年のプログラミング学習のビデオを紹介していただき、系統的

なカリキュラム作りの視点についてのお話を聞くことができました。 
参加者には八幡市で研究に参加している

先生もおられ、各グループで、お二人の先

生方が課題とされていた「評価」について

の活発な討議が行われ、間近に迫った小

学校のプログラミング学習の導入、準備

として、これからの小学校のプログラミ

ング学習を、学部生、院生も参加して考察

することができ、深まりのある研究会と

なりました。  
 

以 上. 


